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資料紹介
ヒューム 『イ ングランド史』 抄訳(3)附録3 上
??? ???
和
???
凡例
一、この翻訳の底本としたのは1778年版（第5巻）であるが、訳文中に挿入されたページ番号が便宜のた
めに現在入手が容易なリバティ版（第4巻）のものであることについては、これまでの 2回と同様であ
る。そのページ番号は、リバティ版における頁の始まりのおおよその位置を示す。この 2つの版のほか
に対照しえたのは、初版である1759年版に始まり、 1763,1764, 1767a (8vols.), 1767b (6vols.), 1770, 
1773a ('a Complete Index'を含む版）， 1773b年の各版である。各版の書誌情報については前回の凡例
（「ヒューム『イングランド史』抄訳 (2) 第71章末尾小括」、本誌第55巻第 1号）に譲るが、別タイト
ルであった1759年版と前回は登場しなかった1764年版については以下の通りである。
The History of England, under the House of Tudor. Comprehending the Reigns of K Henry VII, K 
Henry VII, K Edward VI, Q. Mary, and Q. Elizabeth. In Two Volumes. Vol. I, London: Printed for A 
Millar, in the Strand. MDCCLIX. 
1764 The History of England from the Invasion of Julius Caesar to the Revolution in 1688. In Six 
Volumes. Vol. Iv. A New Edition, Corrected, London: Printed for A. Millar, in the Strand. MDCCLXIV. 
今回訳出した部分が「附録3 (Appendix 3)」として独立した章となったのは、 1770年版からである。
それ以前の各版においては、本抄訳 (1)(2)で訳出した第23章末尾や第71章末尾と同じように、当該
部分は、アステリスクを挟んでそれまでの章 (1763年版は第44章、その他の版は第7章）に続けられる
形式であった。なお、全巻が完結したのちに初めて統一タイトルが与えられた1762年版 (InSix 
Volumes. London: Printed for A Millar, in the Strand. MDCCLXII)の第4巻は、上記1759年版の第2巻と
同一のものであり (1762年版第4巻の扉に続いて1759年版第2巻の扉が続く製本となっている）、対照作
業からは省いた。
今回の部分の各版対照から少なくとも明らかなのは、第一に、（上記1762年版を除き）どの版として他
と同一ではないものの、大規模な修正は1770年版、 1773b年版、そして最終の1778年版において見られ
ること（逆に1767年版、 1773a年版での変更はごく僅かであること）、第二に、 1760年代の諸版について
は刊行順には従わず、 1763年版と1767a年版、 1764年版と1767b年版がそれぞれ類似していることである。
史料の閲覧を許可してくださった大阪大学附属図書館、オックスフォード大学ボードリアン図書館、
コットランド国立図書館に感謝申しあげたい。
1759 
ス
ー、訳文中における傍点は原文におけるイタリックを意味するが、長文にわたる引用を示す箇所など、煩
雑となるときにはこれに従わなかった場合がある。〔 〕は訳者による補足を意味する。感嘆符は、原文
のとおりである。
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ー、注について算用数字で示されるものは訳注であり、原注については原文と同じアルファベットによっ
て指示される（つまりリバティ版ではなく、 1778年版と同じアルファベットにより表記される）。原注に
つきヒュームは脚注と後注を区別しており、本訳でもそれに従って後注は本文末に付した。
各版の対照は＊によって示したが、但し、文意に影響を及ぼさないような句読点の変更や綴りの修正
については、煩雑になることをおそれて言及しなかった場合がある。 add.はadded、om.はomittedを意
味する。また、原注においてヒュームが典拠として言及した文献に関しては、彼が言及した当該箇所を
実際に確認できたもの（つまり彼の使用した版を確定しえたもの）についてtを付した。この作業にあ
たり主として活用したデータベースは、
ECCO: Eighteenth Century Collections Online. 
EEBO: Early English Books Online. 
ESI'C: English Short-Title Catalogue. 
である。なお、今回の各版対照作業ののち、 F.L. van Holthoon ed., A Variorum Edition of David Hume's 
History of England, Based on the Text of 1778, but Detailing All Major Revisions with Editions prior to 1778, 
Charlottesville, Va., 2000 (CD-ROM)の存在が判明したが、作業にあたっては利用できなかった。
ー、注や解題において言及されるヒュームの著作等については、前回 (2) と同様の版に従い、前回と同
じ略号を用いる。
ー、この「附録3」の分担については、犬塚が下訳を作成し、それをもとに 3名で話し合いを重ね、最終
的に犬塚が訳文をとりまとめた。訳注、各版対照、および原注に関わる文献調査については犬塚が、解
題は池田が担当した。また、『イングランド史』各版の多くを収集したのは壽里である。この「附録 3」
は分量の都合上、 3回に分けて掲載する。
（犬塚元）
附録3
イングランドの政府〔以上本号〕 歳入 廂業 軍事力 籍碕 学術I)
イングランドの政府
[354] 自由と民衆的政府を忠実に信奉し続けて名を上げたわが国の党派
は、この後に続いた王家〔＝ステュアート家〕を長きにわたってことごと
＜毛嫌いしてきたが、それは女王エリザベスの徳と知恵を手放しで褒め称えることを通じてであっ
た。〔ところが実際のところは〕この党派は、この〔エリザベスの〕治世の様子について極端に無
知であって、あろうことか、多くの資質のうち本人がもっとももちあわせていなかったものを具え
1) 〔原文イタリック。これは以下の各節冒頭のマージナリアに与えられる小見出しが、ここにまとめて
記されたものである。 1767年までの各版では、冒頭部のマージナリアに「政府、習俗、商業、技芸、学
術」という小見出しが包括的に与えられたものの、個々の小見出しによって各節が区別されるという形
式ではなかった。〕
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ていたといってエリザベスを称賛している有様である。すなわち、エリザベスが国制を手厚く尊重
していたとか、民衆の諸自由や特権を心にかけていた、とかいうのである。しかし、〔実際はそう
ではなかったという〕かくも明白で否定のしようのない事実を党派の先入見によってこれ以上隠し
続けることはもはや到底不可能なわけであるから 2)、公衆が反対の側の極端に傾倒して、法に則し
た国制という、今日われわれが抱いている考えに全く反するようなやり方で3)王権を行使してい
たこの女王を、嫌悪とともに追想するようになるのではないか、というおそれもある。しかしなが
ら、エリザベスは、あくまでも前任者たちから継承した国王大権を維持したにすぎないのである｀
彼女は、自分の臣民はその父祖たちが享受した以上の 5)自由をもつ資格はないと考えたし、臣民
たちが自らの恣意的な執政に全く黙従しているのを見てとった。そして、彼女自身にかくも無制限
な権力を与えた政体について、エリザベスが不満をもらすというのはありえないことであった。な．．．．． 
るほど、権力の個別的な行使にあたっては、何が最善かという問いかけが決して忘れられてはなら. . . . . . 
ない 6)。しかし、国制の各構成員のあいだで権力を一般的に分配するにあたっては、何が確立され
も＼らが7) という問いかけのほかは、まず認められてはならないのである。自発的に権力を放棄
した王の実例は稀であり、権力が無理やり奪われるのを争ったり反抗したりすることもなく 8)容
認した王などどこにもいない。 [355] もしも、〔権力を一般的に分配するにあたって〕確立され
た慣行ではない他のルール 9)に従うのであれば、党派対立や紛争が終わりなく繰り返されるにち
がいない。だから、多くの国制-f可にもまして英国の国制 がまさしく暴力的な刷新によって
改善されてきたとはいえども、国民に特権をもたらしたそうした愛国者たちを称賛するにあたって
は10)一定の留保が必要なのであり、そしてそのような愛国者を称賛するにせよ、古来の国制を信
奉した人々を憎悪することがあってはならないのである I)。<1/68>
2) 〔*But as it is scarce possible 1759-67b I But as it is scarcely possible 1770-(1770年版における
scarcelyの綴りの変化については以下省略する。）〕
3) 〔*in a manner so much contrary 1759 I ina manner so contrary 1763-〕
4) 〔*Elizabeth only supported the prerogatives which were transmitted to her by her immediate 
predecessors 1759-67b I Elizabeth only supported the prerogatives, transmitted to her by her immediate 
predecessors 1770-73b I Elizabeth only supported the prerogatives, transmitted to her by her 
predecessors 1778〕
5) 〔*than their ancestors enjoyed 1759-67b I than their ancestors had enjoyed 1770』
6) 〔*the question ought never to be forgot 1759-73b I the question ought never to be forgotten 1778〕
7) 〔*What is usual? 1759-73a I What is esねblished?1773b-〕
8) 〔*without struggle 1759-67b I without struggle and reluctance 1770』
9) 〔*than ancient practice 1759 I than established practice 1763-〕
10) 〔*the praise which we bestowed on those patriots, to whom we are indebted for our privileges 1759-67b I 
the praise, bestowed on those patriots, to whom the nation was indebted for its privileges 1770-73a I the 
praise, bestowed on those patriots, to whom the nation has been indebted for its privileges 1773b-〕
I) 〔*this note add. 1763-〕ここで古来の国制というのは、われわれが今日享受している自由の体系が確
立する以前〔＝名誉革命以前〕の国制のことである。その前にはさらに旧い古来の国制が存在した。／
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イングランドの古来の国制を理解するために、エリザベスの治世以上に研究に値する時代は存在
しない11)。この女王の大権に疑義が呈されたことは稀であって、それゆえ彼女はためらうことなく
これを行使した。後継者たちをはるかに超えるほどの彼女の横柄な気質は、彼女の権力の行使を乱
暴かつ頻繁なものにしており、彼女の権力がどこまで及ぶかをことごとく示していた。〔他方〕彼
女が絶大な人気を誇ったことは、民衆の確立された諸自由については、彼女が何ら侵害しなかった
ことの証左である。彼女の執政の特徴をよく示す行いを確定するにあたっては、充分な証拠が残っ
ている12)。そうした証拠は普通の歴史家からは外れだ情報源から引き出されねばならないが13)、そ
うした証拠はまさしくそうであるがゆえに一層信ずべき証拠となるのであって、エリザベスの個々
の権力行使が通常のありきたりの執政にすぎないと理解されていたことを強力に証明している。と
いうのも、このことが意味するのは、その同時代の執筆家たちは、エリザベスの個々の権力行使
も記録すべきほどに際立っているとは考えてはいなかった、ということだからである14)。この点に
＼そこでは、民衆はテューダー王朝治下よりもおそらくは僅かな自由しかもたず、しかもそれにもかかわ
らず王も僅かな権力しかもっていなかった。ここではバロンの権力が王を大きく制限し、民衆には大い
なる暴政をもたらしていたのである。ところが、これよりもさらに旧い古来の国制が存在した。それは、
大憲章〔*charter 1763-67b I charters 1770』の締結より前のものであり、この時代には民衆もバロン
も正規の諸特権〔*regular authority 1763-67b I regular privileges 1770』をもたず、政府の権力は有能
な王の治世には〔*, during the reign of an able prince, add. 1770』ほとんど全てが王のもとにあった。
このようにイングランドの国制は、ほかの全ての国制と同じように、変動の連続のうちにあり続けてき
たのである。
11) 〔前原注と本段落においてヒュームは、イングランドでは昔から王権が制限されて自由な政治制度が
保たれてきたとする古来の国制論を明確に批判している。この時代の古来の国制論においては、古き良
き古来の国制の典型をエリザベスの治世に求める理解が一般的であり、例えばボリングブルックは「わ
れわれの年代記のうちで、いやおそらくはどの国の年代記のうちでも、統治する者にとっても統治され
る者にとっても、女王エリザベスの治世よりも研究に値する時代、思い起こすに値する時代は存在しな
い」と論じていた (Bolingbroke,Remarks on the History of England (1730-31入London,1770, pp.144-45)。
これに対してヒュームは、エリザベスの国制に古来の国制の典型を見いだす点についてはあえて賛同し
つつも、そのような古来の国制は単一不変の古き良き国制ではなかったと論じて切り返している。つま
りエリザベスの国制とは、ヒュームによれば、絶対王政たる古来の国制の典型だったのである。犬塚元
『デイヴィッド・ヒュームの政治学』（東京大学出版会， 2004),pp.149-93を参照。〕
12) 〔*monument numerous enough to ascertain 1759-73a I evidence sufficient to ascertain 1773b-〕
13) 〔*tho'these monuments must be soug比〔soughtfor 1763-67b〕たmotefrom the ordinary historian, 
they become 1759-67b I though these monuments must be derived from a source wide of the ordinary 
historian, they become 1770-73a I though that evidence must be drawn from a source wide of the ordinary 
historian, it becomes 1773b-(1770年版における thoughの綴りの変化については以下省略。）〕
14) 〔Cf.「統治の真のルールとは、その時々に確立されていた時代の慣行である。これこそが最新のもの
であるがゆえに権威をもち、そしてまた同じ理由からもっともよく知られてもいるのである。プランタ
ジネットの王たちがテューダーの王たちほどには権力をはなはだしくは行使しなかったと、かの民衆指
導者に信じ込ませたのは誰だろうか。歴史家たちはそうしたことを伝えていない、と彼らは主張する。
しかし歴史家たちはまた、テューダーの王たちによる大権の主たる行使についても伝えてはいない。／
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関して仮に何らかの違いが生じていたとするならば、それ以前の治世においてはエリザベスの時代
にすらまして、民衆が従属的であったように思われることであろう m)15)。ここに、王の古来の大権の
いくつかを列挙して、イングランドの君主たちが [356] かつて享受していた大いなる権力の源
泉を明らかにしておくことは不適切ではなかろう。 <2/68>
権力の道具のうちで、もっとも古くから確立していたものの 1つが、星室裁判所であった。それ
は、罰金刑・拘禁刑・身体刑を無制限に望むがままに科す権力を具えており、コモン・ローが取り
扱うことのできないあらゆる種類の犯罪・侮辱• 治安棄乱に関して裁判権を行使した。この法廷
は、枢密院議官と判事から構成され、このうちのだれもが好きなだけ職務を続けられた。王が臨席
する場合は彼が唯一の裁判役であり、ほかのメンバーはただ助言を差し挟むことができたにすぎな
い。このたった 1つの法廷があれば、いかなる政府においても、正規にして法に則した厳密な自由
の体系を全廃できたのである。というのも、かくも恣意的な裁判権を前にして、一体誰がわざわざ
王や閣僚に反対したり、自由のパトロンの役回りを買ってでたりするだろうか。私の見るところで
は、現在ではヨーロッパの絶対君主政においてはどこでも、かくも不法で専制的な裁判所は存在し
ない。 <3/68>
高等宗務官裁判所は、さらにずっと恐ろしいもう 1つの裁判所であった。なぜなら、この法廷が
認定する異端の罪はいかなる世俗の罪状にもまして漠然としていたし、この法廷が尋問したり宣誓
を命じたりする方法は、正義や衡平についてどんなに単純に考えてみたにせよ、そうしたもののい
ずれにもことごとく反していたからである。この裁判所が罰金や投獄を科すことは頻繁であった。
非国教徒であるとして聖職を剥奪・停止することも多く、ある時にはそれがイングランドの聖職者
の1/3に及ぶこともあった叫女王はカンタベリ大主教に宛てた書簡において、「当局ないし彼女の
＼権力や大権が十全に何の疑問に晒されることなく確立されているところでは、そうしたものを行使した
にせよ当然のこととして受け止められて、歴史や年代記においては容易に見逃されてしまうのである。
われわれの歴史家のうちでもっとも情報量が多くもっとも賢明でもっとも正確なのはキャムデンである
が、そんな彼が記録しているものとはいえ、それだけしかエリザベスの治世の記録がなかったとしたな
らば、彼女の統治のもっとも重要な格率についてわれわれは全くもって無知であったことであろう」
(Essays,'Of the Coalition of the Parties', pp.498-99)。〕
m) 1569年に秘書長官セシルが執筆した、王国の状態をめぐる記録には次の 1節がある。「それからは世
俗の統治において服従の衰退が続いた。これを、過去においてあらゆる下位の諸階層が各々の上位者に
抱いていた恐怖や尊敬と比べるならば、どんな改革も絶望的であることを目の当たりにして、賢明なる
貴顕の諸氏は驚くことであろう」。 Haynes,p.586 t . Again, p.588 t . 〔SamuelHaynes (1701-52), A 
Collection of State Papers, Relating to Affairs in the Reigns of King Henry VIII, King Edward VI, Queen Mary, 
and Queen Elizabeth, London, 17 40,'A Short Memoryall of the State of the Realme'(p.586),'Ageynst the 
Decaye of Obedience in Cyvyll Pollycy'in'A Memoryall of Remedyes ageynst the Conspyration of the 
Pope and the two Monarchees'(p.588)〕
15) 〔*more submissive and servile than 1759 I more submissive than 1763-67b I more submissive than 
even 1770-〕
n) Neal, vol i. p.479 t . 〔DanielNeal (1678-1743), The Hおtoryof the Puritans or Protestant Non-conformists, 
1732-38, 4 vols., vol. 1, 1732〕
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法や命令が定めたラインから何人も左にも右にも外れることを許されるべきでない」旨を決めたと
明確に記した o)。<4/68>
しかしながら、即座に恣意的にそして暴力的に決定を下すという点で、軍法 (MartialLaw) は
この 2つの裁判所すら凌ぐものであった16)。暴動や騒擾が発生するといつも王はその地域に軍法を
適用し、この間は、軍に参加した者のみならず [357] 全民衆に対してこの法が適用された。つ
まり誰もが、司令官ないし州の統監17)あるいは副統監が疑わしいと思ったなら、反逆者・反乱支
援者・附助者として処罰される可能性があったのである。ベイコン卿によれば、エセックス伯や彼
とともに陰謀を企てた者がコモン・ローに則して裁かれたのは恩顧にほかならなかったのであり、
というのも、この事件は軍法に則した過酷な処罰の要件を満たしており、それに相応しい事例だっ
たからである p)。女王メアリが正統信仰〔カトリック〕を護持するためにこの法を適用した諸事例
については、既に見た通りである18)。女王エリザベスが北部の反乱を鎮圧したのちにサセックス伯
に宛てた書簡が残っており、ここでエリザベスは、伯が軍法に則して犯罪者を処罰したとは聞いて
いなかったとして彼を叱責しているのだが q)19)、ともあれ800人近くが、この取るに足らない反乱
に多少なりとも関わったとの理由で処罰された可能性が高い20)。ところが、イングランドの王たち
は、この法を必ずしも内乱や騒擾のときに限って適用したわけではなかった。 1552年、この年には
反乱も暴動も発生しなかったが、国王エドワード〔 6世〕は軍法の適用を命じ、各々の裁量により
もっとも必要と思われるように適用せよといって、行政官たちにこの法の執行の権限を授けた匁
o) Murden, p.183 t . 〔WilliamMurdin (1703-60), A Collection of State Papers Relating to A/fairs in the 
Reign of Queen Elizabeth, London, 1759 (、TheQueene's Majestie to Tharchbishop of Cantabury, August, 
1571'). ヒュームは一箇所 (History,4: 338)を除き MurdinをMurdenと表記する。 Cf.Letters, 1: 291, 
292,299〕
16)にwentfar beyond 1759-67b I went beyond 1770-〕
17) 〔*lieutenant of counties 1759-67b I lieutenant of a county 1770』
p) Vol. iv. p.510 t. 〔FrancisBacon (1561-1626), The Works of Francis Bacon, London, 1730, 4 vols., vol. 
4 ('A Declaration of the Practices and Treasons Attemted and Commited by Robert Late Earl of Essex 
and his Complices') . 18世紀におけるベイコンの著作集には1733,37, 53年版 (3vols.)、1730,40, 60年
版 (4vols.)、1765,78年版 (5vols.)があるが、ヒュームが用いたのは1730年版である (cf.History, 5: 
35)。ベイコンとエセックスをめぐるヒュームの理解についてはHistory,4: 326-27を参照。〕
18) 〔History,3: 441〕
q) MS. of Lord Royston's from the Paper Office. 
19) 〔*she reproves him sharply, because she had not heard of his having done any execution 1759-67b I 
she reproves him sharply, because she had not heard of his having executed any criminals 1770-73a I she 
sharply reproves him, because she had not heard of his having executed any criminals 1773b-〕
20)『thoughit is probable, that near eight hundred persons suffered, one way or~ther, on account of that 
slightinsu汀ection.add. 1763-〕
r) Strype's Eccles. Memoirs, vol. i. p.373 t, 458 t, 9 t. 〔JohnStrype (1643-1737), Ecclesiastical 
Memorials; Relating Chiefly to Religion, and the Reformation of it, and the Emergencies of the Church of/ 
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そして女王エリザベスも同じように、やりたいようにこの法を利用したのである。 1573年、ピー
ター・バーシェットという名のピューリタンが、正しき福音に反する者は殺すべきであると吹き込
まれて街に繰り出し、有名な海軍司令官ホーキンス21)に斬りつけるという事件が起きた。バー
シェットはホーキンスを女王の寵臣ハットン22) と間違えて標的にしたのだった。女王は激怒し、
軍法に則して即座に処罰せよと命じたのだが、この法は通例においては不穏な時期に限られるべき
ですという幾人かの賢明な側近たちの諌言を受け入れて命令を撤回することとなり、バーシェット
をコモン・ローの審判に付すように命じた s)。しかし、エリザベスは、この権力の行使に、常にこ
のように慎重であり続けたわけではなかった。彼女の国王布告のなかには、海外からローマ教皇の
勅書を持ち込んだ者や、発禁扱いの書物・パンフレットを持ち込んだ者までもすべての人に対して．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
軍法の適用を命じ t)、そのうえ、いかに法や議会制定法が反対のことを定めていようとも、そうし
た違反者を統監や副統監が恣意的に処罰することに疑義を呈することを禁じたもの23)が残っている。
これ以上に尋常でない彼女の行動も伝えられている。ロンドンの街角には怠惰なごろつきや不穏な
人物が大勢巣くっていたため24)、市長はこの無秩序を改めようと対処し、 [358]星室庁は自らの権
力を行使してこうした暴徒を処罰していた。ところが女王は、そうした処置では効果がないと言っ
てここで軍法を改めてもち出し、トマス・ウィルフォード卿に司令官の権限を授け、「軍法により
迅速に処罰すべき違反者たちについてのロンドンや近隣諸州の治安判事の意見に従って、かかる違
反者を逮捕・拘束して、彼らをそうした治安判事の面前で軍法の裁きにもとづき、公開の絞首台・
絞首門、ないしは反逆的で救いがたい当該違反者が当該の大いなる違反を犯したとされる場所近く
にて処刑せよ、と彼に命令を下して授権した」叫モスクワからこちら側のどこであれ25)、このよう
'¥. England, under King Henry VIII. King Edward VI. and Queen Mary the First, 1721, 3 vols., vol. 2〕
〔*Memoirs 1759-63, 67a, 70-I Mem. 1764, 67b〕
21) Oohn Hawkins (1532-95)〕
22) 〔ChristopherHatton (1540-91)〕
s) Camden, p.446. 〔ヒュームがこの附録3で引用している WilliamCamden (1551-1623)の著作は、少
なくとも、 TheHistory of the Most Renowned and Victorious Princess Elizabeth, Londonの1635,1675, 1688 
年版、さらにはAnnalesrerum Anglicarum, et Hibernicarum, regnante Elizabetha, London, 1615ではない。
キャムデンに対するヒュームの高い評価については訳注14、ならびにHistory,5: 154を参照。〕 Strype, 
vol. i. p.288 t . 〔Strype,Annals of the Reformation and Establishment of Religion and Other Various 
Occurrence in the Church of England, London, vol. 2, 1725. ストライプの著作のうちヒュームがタイトルを
言及しないものは前原注のEcclesiasticalMemorialsではなく、このAnnalsを示している。〕〔*p.449 
1759, 64, 67b I p.446 1763, 67a, 70-〕
t) Strype, 〔Anna瓦 vol.i. p.570 t ＊ . 〔p.570add. 1763, 67a, 70-〕
23) 〔*prohibits the lieutenants or their deputies to be questioned 1759-67b I prohibits the questioning of 
the lieutenants or their deputies 1770-〕
24) 〔*very much infested 1759-67b I much infested 1770-〕
u) Rymer, vol. xvi. p.279 t . 〔ThomasRymer (1641-1713), Foedera: conventiones, litera, et cujuscunque 
generis acta publica, inter reges Anglia, et alios quosvis imperatores, reges, pontifices, principes,/' 
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な権力行使がなされたという実例を提示するのは難しいことと思う 26)0 27)エドワード 4世がリバー
ズ伯に与えた郡治安官の勅許状には、この職務の本性がよく示されている。その権力は無制限にし
て無期限であり、戦時・反乱時のみならず平時にも行使できる。エドワード 6世の治世の議会は、
治安官や軍法裁判所の裁判権は国法の一部にほかならないと認めていた w)。<5/68>
星室庁、高等宗務官裁判所、軍法会議は確かに恣意的な裁判権力ではあったが、それでもなお裁
判の体裁、あるいは少なくとも判決の体裁はとっていた28)。しかしこの時代にはそれ以外にも、極
めて頻繁に科された過酷な処罰が存在した29)。それは、国王秘書長官や枢密院の命令状にしか根拠
がない処罰であり x)、こうした閣僚が適切と考えた監獄に適切と考える期間のあいだ投獄されたの
である。不穏な時期には、あらゆる監獄が国事犯で一杯となった。公権力の警戒心のこうした犠牲
者は、不幸にも、時には地下牢に押し込められ鉄を負わされて全くもって過酷に扱われ、そして法
からは決して何の救済を受けることもできなかったgo)0 <6/68> 
これは間接的な方法での拷問であったが、拷問台そのものについても、通常の裁判手続きでは認
められていなかったとはいえ y)、国王秘書長官や枢密院の命令状を根拠にしてあらゆる嫌疑の場合
＼ vel communztates, ab zneunte saculo duodecimo, London, 1704-35, 20 vols., vol. 16, 1727, pp.279-80 ('De 
Colluvie Horninum tumultuante reprimenda') . ヒュームは引用にあたり一部修正している。 Cf.Letters, 1: 
277〕
25) 〔Cf.Essays, 133, 209, 211, 214, 452, 475, 549. なお1770年にヒュームは、 CristofHermann Manstein, 
Memoirs of Russia, Historical, Political, and Militaかの英訳出版を助けこれに広告文を寄せている (Life,
556; James Fieser,'A Bibliography of Hume's Writings and Early Responses', Internet Release (www. 
thoemmes.com/18cphil/hume_biblio.pdf), 2003, p.47)。〕
26) 〔*it will be difficult 1759-73a I itwould be difficult 1773b』
27)『therest of this para. add. 1770-〕
w) 〔*this note add. 1 770-〕 7 Edw. VI. cap. 20. See Sir John D aV1s s question concermng 1mpos11:lons, 
p.9. (John Davis (1569-1626), The Question concerning Impositions, Tonnage, Poundage Stated and Argued 
from Reason, Law, and Policy, London, 1656〕〔なお、原著1778年版においてヒュームは、脚注を示すア
ルファベットとしてjとvを用いていない。これはラテン語アルファベットに従った態度である（但し
本注が示すようにwは使用する）。 1777年版のEssaysでは後注記号としてアルファベットを用いるが、
そこではj,v,wを用いない。〕
28) 〔*yet had stil some pretence 1759-73a I had stil some pretence 1773b-〕
29) 〔*very familiarly inflicted 1759-73a I very generally inflicted 1773b-〕
X) 1588年に市長は幾人かの市民を投獄したが、それはこうした人々が借入金の要請を拒否したからで
あった。 Murden,p.632 t . 〔Murdin,A Collection of State (、LordMayor to the Lord Chancellor and the 
Lord Treasurer')〕
30) 〔*without any remedy 1759 I without their being able to obtain any remedy 1763-〕
y) 〔*this note add. 1 770-〕Harrison, book i. chap. 1. 〔WilliamHarrison (1534-93), The Description of 
England, 1577. ここではヒュームは1577年版でなく 1587年版の章立てに従っている。ヒュームの言及
部分は、 1587年版を復刻した FrederickFurnivall, Harrison's Description of England, London, 1877では
p.221 (chap. 11'Of Sundrie Punishments Appointed for Malefactors')である。 Cf.Histoか，4:414〕
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に頻繁に用いられていた31)。ウェールズ辺境領府ですら、彼らからの命令状によって、 [359] 適
切と思うときにはいつでも拷問を執り行う権限が認められていた叫ベイコン卿が伝えている次の
話ほど、いかに安易に拷問台が使用されていたかを雄弁に物語るものはない。彼自身の言葉で語る
ことにしよう。「エセックス伯に献辞を宛てて著した書物ゆえに、女王はヘイワードに激怒した32)。
その書物はヘンリ 4世33)の第 1年をめぐる叙述であったが、彼女はそれを、民衆に大胆さと党派
心を吹き込む騒乱の序曲と考えたのである a)。女王は、自分の見るところここには反逆の罪が含ま
れていると述べ、私に対して、反逆罪に該当しうる箇所をこのなかから見つけられないか、と尋ね
た。それに対して私は、反逆罪に該当するような箇所については全くもって見つけることはできま
せんでしたが、重罪はたくさんございました、と答えた。どこに、と女王陛下はすかさず尋ねたの
で、私は次のように答えた。著者は全く明らかにも窃盗の罪を犯しています。と申しますのも、彼
はコルネリウス・タキトゥスの文章の多くを借りて、それを英訳して自らの文章に組み込んでいる
からでございます、と。あるいはまた別の機会に女王は、ここには著者として彼の名が掲げられて
いるが、彼の手による著書とは信じられない、背後にはだれかもっと悪質な著者がいるにちがいな
い、と言って、彼を拷問して執筆した人物の名前を吐かせるつもりである、と激しく憤慨しながら
述べた。いや女王陛下、彼は博士34)ですから身体を拷問なさらず、文体を拷問なさってください、
と私は返答した。彼にペンとインクと紙を与え、書物を参照させて、物語が終わっているところか
ら続きを書かせてはいかがでしょう。そうしましたら私が文体を照合して、彼が著者か否かを判定
31) 〔*the rack itself was frequently used, upon any suspicion, without other authority than a warrant from a 
secretary or the privy-council. 1759-67b I the rack itself, though not admitted in the ordinary execution of 
justice, was frequently used, upon any suspicion, without other authority than a warrant from a secretary or 
the privy-council. 1770-73a I the rack itself, though not admitted in the ordinary execution of justice, was 
frequently used, upon any suspicion, by authority of a warrant from a secretary or the privy-council. 
1773b-〕
z) Haynes, 〔Collect畑〕 p.196 t . Seefarther la Boderie, vol. i. p.211. 〔Lefevrede la Boderie, Antoine, 
Ambassades de monsieur de la Boderie, en Angleterre, 175的〔*See farther la Boderie, vol. i. p.211 add. 
1770-〕
32) 〔JohnHayward (c.1564-1627), The First Part of the Life and Raigne of King Henrie the Ill, London, 
1599〕
33) 〔*Henry the fourth, 1759-73a I Henry IV. 1773b-(以下1773b版における数字表記の修正については
省略。）〕
a) 〔*this note add. 1763-〕われわれの目には、ヘイワードの書物はむしろ反対の傾向を具えているよう
に見える。というのも、彼はここにカーライル主教の有名なスピーチを収録しており、そのなかには
もっとも明白な形で述べられた受動的服従の教説が含まれているからである。しかし、女王エリザベス
はこの主題についてはなかなか満足させることの難しい人物であった。
34) 〔法学博士。ヘイワードは、ケンブリッジ大学ペンブルック・カレッジで1581年に BA、1584年に MA
を取得したのち、 1591年に博士となった (HenryMatthew and Brian Harrison eds., Oxford Dictionary of 
National Biography, Oxford, 2004)。〕
167 
346 関西大学『経済論集』第56巻第3号 (2006年12月）
いたしましょう」b)。このように、もしベイコンの人間性――いやむしろウィットというべきか
＿一がなかったならば、この学識ある著者は、全く罪のない書物のために拷問を被るところであっ
た。彼が女王を立腹させた本当の原因は、彼が、学者に援助を惜しむことのなかったパトロンたる
工セックス伯に対して、この貴族が女王の不興を買っている折に35)書物を捧げたことにあった。
<7/68> 
ヘイワードの著作が全く罪のないものであったとしても、彼を反逆罪で裁判にかけて処罰しよう
とした女王の脅しは、その気になれば容易に実行に移すことができたことであろう。民衆にかくも
多くの恐怖がのしかかるなかでは36)、裁判所が有罪と宣告したならば37)、あえて無罪を説く陪審員
など存在するはずもなかった。証人を被告とは対決させない慣行も同じように38)、王の法律家たち
が可能な限りのあらゆる方法を用いて被告を貶めることを可能としていた。そして実際 [360] 
これらの治世を通じて、王や閣僚が訴追でしくじることは滅多になかった39)。陪審員は臆病であっ
たし、判事はその気さえあればその身分を続けることができたから、彼らは王のどんな見解も 40)
確実に支持した。41)そのうえ、陪審がこういった隷属的な判事たちとは異なった評決を下そうもの
ならば42)、裁判所が好きなように陪審員に罰金• 投獄もしくは処罰を命じる、という慣習がかつて
は一般的であったので、この時代に陪審が臣民の自由の番人たりえなかったことは明白である。
<8/68> 
海・陸の軍役に強制的に徴用して、たとえその人物にとってはいかに低劣で相応しくなかろうと
も、誰に対してもどんな業務であれ従事することを強制する権力は43)、自由とは全く両立しないも
b) Cabala, p.81 t . 〔Anon.,Cabala, sive, Scrinia sacra Mysteries of State and Government, London, 1663. 同
書には種々の版が存在するが、ヒュームが利用したのは1663年版である。それは、 FrancisBacon, 
Scrinia Ceciliana, Mysteries of State & Government, London, 1663とは異なる書物である。なお本引用につ
き、 PeterBurke,'Tacitism', in T. A. Dorey ed., Tacitus, London, 1969, p.155; John H. M. Salmon,'Stoicism 
and Roman Example: Seneca and Tacitus in Jacobean England', Journal of the History of Ideas, 50 (1989), 
pp.211-12; 木村俊道『顧問官の政治学：フランシス・ベイコンとルネサンス期イングランド』，木鐸社，
2003, p.118も参照。〕
35)『underdisgrace with her majesty 1759-73b I under her majesty's displeasure 1778〕
36)『overthe people's heads 1759 I over the people 1763』
37) 〔*to have condemned 1759-73b I tohave him condemned 1778〕
38) (* The practice also of not confronting the witnesses 1759-67b I The practice also, of not confronting 
witnesses 1770-〕
39) 〔*there occurs not one instance 1759 I there scarcely occurs an instance 1763-〕
40) 〔*the views of the court 1759-73a I the views of the crown 1773b-〕
41) 〔*the rest of this para. add. 1773b-〕
42)『findingtheir verdict 1773b I finding a verdict 1778〕
43) 〔*The power of pressing, and obliging any person to accept of any office 1759-67b I The power of 
pressing, and obliging any person to accept of any ofice, however mean or unfit for him 1770-73a I The 
power of pressing, both for sea and land service, and obliging any person to accept of any ofice, however 
mean or unfit for him 1773b-〕
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う1つの大権であった。オズボーンは、エリザベスがこの大権を行使したやり方について、次のよ
うに説明している。「彼女は、ある人物が自らの企みを邪魔しそうだと感じたら、折を見て彼を海
外に送って負担の重い業務をさせるか、人々が嫌がると分かっている国内の仕事を命じて、彼を遠
ざけた。こうしたエリザベスのやり方は、その後の王たちが採用した誤った格率とは正反対のもの
であった。この王たちは、味方を報奨するよりも敵を買収したほうが随分と節約になると考えたの
であるが、彼らはエリザベスの成功からはほど遠かった」c)。ここでオズボーンが批判しているエ
リザベスの 2人の後継者〔ジェイムズ 1世、チャールズ 1世〕の政策は、一部には彼らの置かれた
著しく困難な状況に由来し、そしてまた彼らの寛大な気質にも由来した。強制徴用の権力について
はそのほかにも、自然と想像できるように、下級官がよく悪用するということが生じた44)。この役
人たちは、徴用から免除するといってしばしば金銭を受け取ったのである d)。<9/68>
この時代のイングランドの政府は、そのほかの点ではいかに異なっていようとも、こうした点に
おいては今日のトルコ政府と随分と似ていた45)。つまり、王が全ての権力をもち、課税権のみがそ
の例外であった。そして、どちらの国においても、この〔課税権を王がもたないという〕王権の制
限は、そのほかの〔臣民の〕諸特権が存在せずにその助けがないので、むしろ民衆を侵害すると
いった様相を呈しているのである。トルコでは、そのためにスルタンはパシャや州総督のなす強奪
を許容することになっているが、彼はそののちに彼らが獲得したものを絞り取るなり没収するなり
する46)。他方、イングランドにおいては、この課税権の制限ゆえに女王は独占事業を興して、独占
的な交易に特許状を発行することになった。これは著しく有害な新しい政策であり、仮に彼女のや
り方を幾年も押し通したとしたならば、富と技芸と商業の国であるイングランドは、 [361] 今頃
はモロッコやバーバリ海岸と同じくらいのわずかなインダストリしかもたぬ国になっていたことで
あろう。 <10/68>
さらには、この〔課税にかかわる〕貴重な特権 のちにそのほかのあらゆる特権を議会が強引
に奪い取るにあたっての道具となることが分かったからこそ貴重となったのであるが は、前任
者たちの治世と同様にエリザベスの治世においては、間接的なかたちで大きく侵害されていたこと
が分かるであろう。彼女はしばしば民衆に借入金を強要したが、これは恣意的で不平等な性質の課
c) Page 392 t . 〔FrancisOsborne (1593-1659), The Works of Francis Osborn, Esq., London, 1682. なお
該当箇所は1701年版ではp.349、1722年版ではvol.2, p.50となる。〕
44) 〔*was often abused; and money was exacted by the officers l 759-67b I was often abused, in other 
respects, by men of inferior rank; and officers often exacted money 1770-〕
d) Murden, 〔Murdin,A Collection of State] p.181 t.〔'Mynutefrom the Queene's Majestye to the 
President and Counsell in the Marches of Wales'〕
45) 〔*The government of England in that age, bore some resemblance 1759 I The government of England 
〔， add.1764, 67b〕如ringthat age, however different in other particulars, bore, in this respect, some 
resemblance 1763-〕
46) 〔Cf.Essays,'Of Taxes', pp.347-48〕
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税であり、そうした個々の人々には堪え難いものであった。というのも、その金銭が規則的に返済
されたにせよ 47) それはめったになかったが e) 、女王のもとに無利子で借り上げられてい
たわけであり、貸し手にとっては48)明らかな損害だったからである f)。<11/68>
サプシディ
バーリ卿〔ウィリアム・セシル〕によってなされた、補助金に等しいほどまでに民衆から一般借
入金を徴集しようとした提案が残されている g)。これはそれまでよりも平等に負担を課そうとする
計画ではあったが、しかし言ってみれば、議会の同意もなく課される税であった49)。注目すべきは、
かくも賢明な閣僚がとりたてて必要もないのにこのように提案したこの計画が、ヘンリ 8世が実行
したもの50)、そしてまた、議会のひどい対応に憤ってこれまでにない困難に陥ったのちにチャール
ズ1世が実行に移して国民の不興を買ったものと、全くもって同じだということである。 <12/68>
徳税の要請が、民衆に税を課すにあたっての、この時代のもう 1つの新発明であった。この徳税
が変則的であると受けとめられたことはほとんどなく、 1585年に庶民院は女王に徳税を申し出てい
る。もっとも、エリザベスは、今は金銭は必要ないといってこれを非常に寛大にも拒否した凡女
王メアリも枢密院の指示に従い、いくつかの部門の関税を引き上げたが、その妹〔エリザベス〕も
その例に倣った i)。スペイン侵攻に際しては、船舶税に類した課税もなされた。つまり、幾つかの
港湾都市にはある一定数の船舶を自費で準備せよとの要請がなされたわけであるが、祖国の防衛の
ための民衆の熱意はすさまじく、 [362] 特にロンドンなどいくつかの港湾都市は要求された数の
倍の船舶を提供したほどであった k)。アイルランド、フランス、低地帯〔ネーデルラント〕に向け
た徴募がなされる時はいつも、女王は州に対して、自前で軍を徴集して装備を調え湾まで輸送せよ
と命じた。〔また〕この時代、貴族や裕福なジェントリは、新年に王に贈り物をすることになって
47) 〔*restored 1759-73b I repayed 1778〕
e) Bacon, 〔Wor:総〕 vol. iv. p.362 t . 〔'CertainObservations upon a Libel'〕
48) 〔*to the individuals 1759-67b I tothe persons 1770-〕
f) 〔*this note add. 1763』リチャード 2世の第2年には、王が王璽書状にもとづいて臣民に要求する借
入金については、貸与できない合理的な理由がある者は、その場合にはさらなる召喚・喚出・侵害なし
に〔借入金を貸与しないことが〕認められる、と法で定められた。 SeeCotton's Abridg. p.170 t. 〔An
Exact Abridgement of the Records in the Tower of London, Collected by Sir Robert Cotton, London, 1657〕こ．．．． 
の法で借入金をなす王の大権は認められたわけだが、何が借入を断る合理的な理由とみなされるべきか
という点は依然として王個人の判断に委ねられたままであった。〔*to judge of 1763-67b I todetermine 
1770-〕
g) Haynes, 〔Collectio叫 p.518t, 519 t . 〔'Mr.Bertie to Secretary Cecill'〕
49) 〔*nothing but a taxation 1759-73a I a taxation 1773b-〕
50) 〔*which Henry the eighth attempted 1759-73a I which Henry VIII. executed 1773b-〕
h) D'Ewes, p.494 t . 〔SimondsD'Ewes, A Compleat Journal of the Votes, Speeches and Debates, London, 
1693〕
i) Bacon, 〔Wor:総〕 vol. iv. p.362 t . 〔'CertainObservations upon a Libel'〕
k) Monson, p.267. 〔WilliamMonson (1569-1643), Sir William Monson's Naval Tracts, London, 1703 (?). 
Cf. History, 4: 258, 5: 143〕
170 
ヒューム『イングランド史』抄訳(3)(池田・犬塚・壽里） 349 
いた 1)。<13/68>
徴発権と先買権もまた51)課税の 1つの方法であり、不平等で恣意的で抑圧的であった。王国中
がこれらの賦課をはっきりと負担に感じており 52)、大学から 5マイル以内において徴発官がいかな
る物品を徴収することも禁じられたことは、オッグスフォードやケンブリッジに付与された大いな
る特権53) とみなされた。治世の初期には54)、女王はこの大権によって海軍に食糧を供給していた m)o 
<14/68> 
後見権は、大権が課すなかではもっとも正規であり法に則した賦課であったが、とはいえ、これ
は隷属の大いなる証であり、あらゆる名門の家系55)にとって抑圧的であった。女性が地所を継承
したならば56)、王は自らが望む相手との結婚を強制したし、相続人が男であれ女であれ未成年であ
れば、そのあいだは王がその土地の果実を享受した57)。利の多い後見権を下賜することは、廷臣や
寵臣に褒美を与えるにあたってよく行われた方法であった。 <15/68>
恣意的な権力者が金銭を奪い取るための新発明を次々と繰り出してくるというのに、民衆は、王
が課税する権限をもたないから自分たちの財産は守られている58) と思い込んでいた。ストライプ
は、バーリ卿が女王と枢密院に向けて行った演説を記録しているが、その演説にはいささか尋常で
ない委細が含まれている n)59)。ここでバーリは女王に対して、あらゆる悪弊を正す会議を創設し
て、その会議の委員に王国全土について審問する権力を与えるべきことを提案する。彼は女王に60)、
彼女の賢明なる祖父ヘンリ 7世がそうした方法で歳入を極端に増やした61)例を示す。そしてその
うえで彼は、この新設の会議は「法の定める通常の方針と並んで、女王陛下の至高なる統治と法の. . . . . . . . 
源泉たる絶対権力によって」運用されるべきだ、と進言するのである。一言でいうならば、彼がこ
1) Strype's Memoirs 〔恥lesiasticalM emoria恥 vol.i. 〔172刀 p.137t. 〔*Memor. 1759-63, 67a I Mem. 
1764, 67b I Memoirs 1770-〕
51) 〔*Purveyance was another 1759-73a I Purveyance and pre-emption were also 1773b-〕
52) 〔*felt sensibly 1759-73b I sensibly felt 1778〕
53) 〔*privilege which was conferred on Oxford and Cambridge 1759-67b l privilege conferred on Oxford 
and Cambridge 1770-〕
54) 〔*the first years of her government 1759-73a I the first years of her reign 1773b-〕
m) Camden, 〔Histoが p.388.
55) 〔*the great families 1759-67b I althe considerable families 1770』
56) 〔*fel to a female 1759-67b I devolved to a female 1770-〕
57) 〔*the whole profit of the rents 1759-67b I the whole profit of the estate 1770, 73b-I the whole profit of 
the state 1773a〕
58) 〔*secured by debarring the crown from 1759 I secured by the crown's being debarred from 1763-〕
n) Annals, vol. iv. p.234 t , & seq. 〔Strypes,Brief Annals of the Church and State under the Reign of Queen 
Elizabeth, London, 1731〕
59) 〔*wherein are contained 1759-67b I inwhich are contained 1770-〕
60) 〔*before her eyes 1759-73b I before her 1778〕
61) 〔*augmented extremely his revenue 1759-73b I extremely augmented his revenue 1778〕
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の制度に期待したのは、ヘンリ 8世が修道院を廃止して教会の財源を全て没収したことによって得
た以上に、王室の財を増やすことである。 [363] バーリ卿のこの計画にコメントは不要であろう。
賢明にして善良なる閣僚が王にかくなる提案をなしうるような政体は、全くもって非常に恣意的で
あるに決まっている 62)。<16/68>
商業取引に対する通商停止の権限もまた、イングランドの王たちが民衆から金銭を巻き上げるた
めに用いた王権の道具であった。メアリの治世における事例については、既に見たとおりである63)。
即位前のエリザベスは税関所に対して、宮廷にまずもって納品されるまでは64)輸入物のいかなる
深紅の絹も販売してはならない、との命令を下した叫明らかに彼女は、商人にこうした制限をか
けることで彼らと有利な取引をしようとしたのである。 <17/68>
議会は、補助金を王に付与する権利とともに、法を制定する権利をもっているとも主張していた
が、しかし法を制定するこの特権は、この時代においては補助金の付与以上に全く意味のないもの
であった。女王エリザベスは、議会が国務や宗教事項に介入するのを65)明示的に禁じ、これらの
点について彼女の至高の命令を侵犯しようとする議員については公然と監獄送りとした。彼女の治
世において、こうした恣意的な行動が見られなかった議会の会期はわずかであった66)。<18/68>
しかし、議会の立法権力は〔そのうえ〕単なる見せかけであった。それは、王が適用免除権力を
もっていると広く認められていたからであり、これによって王はあらゆる法を無効として意味のな
いものにすることができたのである。この権力はまた、独占事業を設立するための間接的な方法と
しても行使された67)。議会制定法がマニュファクチュアのある部門を制限する場合、王はある人物
について法の適用を免除して、実質的に彼にその商品を独占させたのである p)。また、この当時に
おいて、〔カトリック〕刑罰法の頻繁な適用免除ほど広く不平を引き起こしたものはなかった叫
<19/68> 
けれども実際のところは、国王布告を通じて、王は〔適用免除権力のみならず〕全き立法権力を
もっていたのである。国王布告は、極めて重要な事柄も含めありとあらゆる事柄に影響を及ぼしえ
たのであり 68)、星室庁に至っては、法そのものよりこちらが厳格に執行されるように目を光らせて
62) 〔*very arbitrary 1759-67b I very arbitrary indeed 1770-〕
63) 〔History,3: 445〕
64) 〔*til the court were first provided 1759-73b I tilthe court were first supplied 1778〕
o) Strype, 〔Anna劇 vol.i. p.27 t . 〔但し1725年版及び1735年版ではp.28。〕
65) 〔*meddling with state matters or ecclesiastical causes 1759-73a I meddling either with state matters or 
ecclesiastical causes 1773b-〕
66) 〔*few Parliaments 1759-67b ! few sessions of parliament 1770』
67) 〔*The use of this power 1759-73a I The exercise of this power 1773b-〕
p) Rymer, 〔Foeder,む tom.xv.〔172別 p.756t. D'Ewes, 〔Compleat ]ourn叫 p.645t. 
q) Murden, 〔Murdin,A Collection of Statむp.325.
68) 〔*any subject of the greatest importance 1759-67 I any matter, even of the greatest importance 1770-〕
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いた。こうした国王布告の目的は時に瑣末で、馬鹿げていることさえあった69)。女王エリザベスは
タイセイの香りが嫌いで、 [364] この有益な植物の栽培を禁じる 70)命令を出した r)。彼女はま
た、当時流行っていた長い刀や背の高い袈襟が気に召さず、部下を遣わして、ある寸法を超えるも
のについては71)、皆の刀を短く切り裳襟を切り詰めるように命じた匹これは、ピョートル大帝が
臣民に服装を変えさせるにあたって用いた方法に似ている72)。<20/68>
聖書解釈集会 (prophesyings) と呼ばれた、熱狂的な祈祷と語らいのための会合を女王が禁止し
たことは73)、これよりはましな理由にもとづいていたが、やはりここにも彼女の無制限な大権が現
れている。聖書を読み、宗教について語らうために複数の人間が集まることは74)、たとえ正統な方
式に完全に則していたとしても、彼女の許可がなければ不可能だったのである。 <21/68>
自由を厳密に つまりは規則的に一一享受することとは相いれないような大権は、そのほかの
分野にもたくさんあった。貴族は、王の許可を受けなければ結婚できなかった。女王は、サウザン
プトン伯が密かにエセックス伯の従姉妹と結婚したことを理由に、彼を長期にわたり監獄に閉じこ
めた叫女王の同意がなければだれも旅行もできなかった。ウィリアム・エヴァーズ卿が過酷な迫
69) 〔*The motives of these proclamations were sometimes very ridiculous. 1759 I The motives of these 
proclamations were sometimes frivolous and even ridiculous. 1763-73a I The motives for these 
proclamations were sometimes frivolous and even ridiculous. 1773b-〕
70) 〔*prohibiting any one to cultivate 1759-67b I prohibiting any one from cultivating 1770-〕
r) Townsend's Journals, p.250. 〔HaywardTownshend (1577-?), Historical Collections, Or, An Exact 
Account of the Proceedings of the Four位 stParliaments of Q. Elizabeth of Famous Memory, London, 1680 (?). 
当該頁に当該記述は発見できなかった。〕 Stow's Annals. (John Stow (c.1525-1605), The Annales of 
England Faithfully Collected out of the Most Autenticall Authors, Records, and Other Monuments of Antiquitie, 
London,1592〕
71) 〔*beyond a certain length 1759-73b I beyond a certain dimension 1778〕
r) Townsend's J oum曲〔HistoricalCollections (?)〕， p.250.〔当該頁に当該記述は発見できなかった。〕
Stow's Annals. Strype, 〔Anna瓦 vol.i. 〔172釘 p.603t. 〔注rの重複は原文ママ。〕
72) 〔Cf.Montesquieu, De l'Esprit des lois (17 4紅 19.14〕に Thispractice resembles somewhat 1759-73b I 
This practice resembles 1778〕
73) 〔Cf.「ピューリタンはしばしばある種の集会をとりおこなっており、彼らはそれを prophesyingsと呼
んでいた。この場で彼らは交代交代で、聖霊につき動かされたといって祈りや説教において熱狂を示し
あって、聴衆の熱狂のみならず自らの熱狂をこの上ないまでに高揚させたが、それは、聖なる熱情に強
力な影響を与える社会的な感染を通じて、さらには宗教的な熱狂を競い合うこうした場において激しく
なる相互の競争心を通じてであった。かように危険な集まりをエリザベスは抑圧したが、この会議〔＝
ハンプトンコート会議〕に参加した閣僚たちはそれを復活させるように王に働き掛けた」 (History,
5: 12-13; cf. Kenneth Fincham and Peter Lake,、TheEcclesiastical Policy of King James I', Journal of 
British Studies, 24 (1985), pp.179-80)。〕〔*the prophesyings 1759-73b I the prophesyings, or the 
assemblies, instituted for fanatical prayers and conferences 1778〕
74) 〔*Two or three people 1759-73a I Four or five persons 1773b I Any number of persons 1778〕
s) Birch's Memoirs, vol. i. p.422 t . 〔ThomasBirch (1705-66), Memoirs of the Reign of Queen Elizabeth, 
from the Year 1581 til her Death, London, 1754〕
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害を被ったのは、大胆にも彼が密かにスコットランド王を訪問したからであった t)0 75)王は、あら
ゆる海外交易に関して、至高にして制限されない権力をもっているとすら主張した。いかなる人の
出入国にせよ、いかなる商品の輸出入にせよ、許可なく行うことを認めなかったのである叫
<22/68> 
女王の治世第13年に議会は女王を賛美したが、それは彼女が、個別の令状を通じて裁判の進行を
妨害するという前任者たちが普通に行っていだ慣行を真似しなかったがゆえであった w)。おそらく
はこれ以上に酷い恣意的権力の濫用、これ以上にあからさまな恣意的権力の証はないだろうから、
女王がこれを差し控えたことは非常に素睛らしいことであった。しかし、彼女はこの点でいつも控
えめだったわけではない。公文書のなかには、ある人物を訴訟・起訴から免除する76)彼女の令状
がいくつか残っている叫ここで彼女は、自身の国王大権にもとづいてこうした令状を下賜してお
り、その大権に異議を唱えることを認めてはいない。 [365]<23/68> 
77)おそらくはそれ以前の全ての治世においてもそうだったのであろうが、女王エリザベスの治世
においては、貴族や枢密院議官が、借金返済を正当にも求めて提訴してきたがゆえに鬱陶しい存在
となった人物を投獄するということが日常茶飯事であった。不幸にもこうした人々は78)、たとえ裁
判に勝利したとしても、自由を手に入れるために財産を手放さざるをえなくさせられるのが普通で
あった。あるいは、判事が監獄から釈放したにもかかわらず、秘密の場所に再度監禁されて79)も
はや解放される見込みのなくなってしまった人物もいたし、そうした人物に利するように法令を執
行したといって、法廷の役人や高等弁護士までもが処分されるということもあった80)。そればかり
か、その当時において枢密院や高等宗務院の命令を伝令する役割であった紋章官補 まるでハル
ピュイアのような存在であった を通じて人々を召喚することが日常茶飯事で、そうした人々は
ロンドンに集められ投獄されて、訴訟を取り下げることばかりかその紋章官補に多額の金銭を支払
うことを無理強いさせられた。判事たちは、女王の治世第34年には、こうしたことがあまりに頻繁
におこることにつき女王に不満を訴えるに至る。おそらくはこれほどの言語道断の暴政はエリザベ
スの治世までであったと思われるが81)、というのも、権利の請願を提出した82)議会はエリザベス
t) Ibid. p.511 t. 〔Birch,Memoirs, vol. 2〕
75) 〔*the rest of this para. add. 1770-〕
u) 〔*this note add. 1770-〕 Sir John Davis's question concerning impositions, passim. 
w) D'Ewes, 〔Comp/eat]our叫〕 p.141 t. 
76) 〔*for exempting persons 1759-73b I for exempting particular persons 1778〕
x) Rymer, 〔Foede叫 tom.xv. p.652, 708, 777. 
77) 〔*this para. add. 1763-〕
78) 〔*the person 1763-73a I the unhappy person 1773b-〕
79) 〔*have again been committed to custody 1763-73a I were again committed to custody 1773b-〕
80) 〔*have been punished l 763-73a I were punished 1773b-〕
81) 〔*that tyranny was carried no farther 〔釦rther1763, 67釦 l763-67b I so egregious a tyranny was 
carried no farther 〔further1770-祁b〕1770-〕
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の治世より後の事例には触れていないからである叫このようにして貴族の暴政から民衆を護った、
エリザベス治世のこれらの判事たちにしても、女王の特別命令によって収監された人物については
保釈することはできない83) とはっきりと認めている。 <24/68>
簡単に想像できるように、こうした政府においては、法の手続きに従って王から正義を得ること
は、王が進んで認めることでもなければ84)不可能であった。ローリーとフロービシャー85)が1592
年に86)スペイン人を相手に行った海軍遠征では、 20万ポンド相当の非常に豪華な武装商船を獲得
することができた。この冒険における女王の分け前はわずか1/10のはずであったが87)、今回の獲物
はあまりにも巨大であらゆる冒険家たちの期待を大きく上回るものであったから、女王は自分の分
け前だけでは満足しなくなってしまった。女王の要求はむしろ強奪というべきものだったが88)、こ
れに対してローリーは女王に向けて、あらゆる要求をとり下げて代わりに10万ポンドを受け取るよ
うに、恭しくも真剣に懇願した。分け前を受け取る人々が彼女に献じようとしている〔差額分の〕
8万ポンドの贈呈というのは、王が臣民から受け取ったなかでは過去最大のものである、と主張し
たのである叫 [366]<25/68> 
しかしながら、女王がその執政において自由をほとんど尊重することがなかったのは、議会その
ものが法を制定するにあたって自由を全くなおざりにしていたことを考えれば89)、不思議でもなん
でもなかった。議会がカトリックやピューリタンを標的にして定めた迫害の法は、自由の精神とは
正反対のものであり、そのような集団を聖職者や頑迷なる人々の暴政に晒すことを通じて、もっと
も恥ずべき服従を民衆に習慣づけることとなった。女王に無制限の至高権を付与したことや、さら
に悪いことに、至高権は王に固有の権利であると認めたことは、議会が自発的に隷属していたこと
のもう 1つの証拠である。 <26/68>
彼女の治世第23年の法は、女王に対する反逆的な言葉をもって重罪とするものであり、これも非
82) 〔*who obtained the petition of right 1763-67b I who presented the petition of right 1770-〕
y) 〔*this note add. 1763-〕Rushworth, vol. i. p.511. Oohn Rushworth (c.1612-90), Historical Collections 
of Private Passages of State Weighty Matters in Law, London, 168釘 Franklyn'sAnnals, p.250 t, 251 t. 
〔ThomasFrankland (1633-90?), The Annals of King James and King Charles the First, London, 1681. 
ヒュームは一貫して FranklandをFlanklynと表記している。〕
83) 〔*a personしadd.1764,67b〕⑳mmitted by special command from the queen, is not bailable 〔畑ileable
1763,6咋〕 1763-67b I a person, committed by special command of the queen, is not bailable 1770-〕
84) 〔*unless he was willing 1759-73a I unless he were willing 1773b-〕
85) 〔MartinFrobisher (1535-94)〕
86) 〔*in 1592 1759-67b I inthe year 1592 1770-(以下1770年版における theyear(s)の加筆は省略。）〕
87) 〔*only a tenth part 1759-73b I only a tenth 1778〕
88) 〔*rather exactions 1759-67b I rather extortions 1770』
z) Strype, 〔A仰砥〕 vol. iv. p.128 t , 129t . 〔num.LXXXIII-LXXXIV〕
89) 〔*were so entirely negligent 1759-67b I was so entirely negligent 1770-73a I was entirely negligent 
1773b-〕
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常に暴政的な議会制定法であった90)。この法を〔王が〕援用することも同じように暴政的であるが、
そうしたことも時折生じた。恣意がまかり通るこの時代にあっても、ピューリタン寄りの聖職者
ユーダルの事件は常軌を逸していたように思われる。この人物は『戒律の論証』91) と呼ばれた書物
を出版し、そのなかで主教による教会統治を激しく批判した。彼は自らの名前を隠すように慎重に
努めたが、それでも疑われて投獄され、この罪状で裁判にかけられた92)。主教は女王の政治体の一
部分であるから、彼らを批判することは彼女を攻撃することと同じであり、それゆえ法が定めた重
罪に相当する、というのである。しかし、ユーダルが被った不正はただこれだけに止まらなかっ
た。判事は、ユーダルがこの著作を書いたか否かという 93)事実認定を除いては陪審が判断するこ
とを許そうとはせず、彼の意図や文言の趣旨が審問されることはなかった。事実を認定するにあ
たっては、王の法律家たちはたった 1人の証人も法廷に喚問せず、ただその場にいない 2人の証言
を読み上げただけであった。このうちの 1人の証言は、ユーダルは自分が著者であると私に告げた
というもので、もう 1人の証言は、ユーダルの友はユーダルが著者であると語ったというもので
あった。判事たちはユーダルに反証の機会を認めなかったが、それは、彼らの考えでは、そうした
証拠を提出することは王に刃向かうことであり 94)かつて許されたことがないからであった a)。そし
て彼らは、自らが本の著者ではないことを誓うように要求してユーダルに宣誓を命じたが95)、彼が
宣誓を拒否すると 96)、これが有罪の強力な証拠とされたのである。これ以上付け加える必要もない
ほどに明らかであろうが、裁判におけるこうした多くの不正にもかかわらず、陪審はユーダルに死
刑の評決を下した。女王が彼の迫害に極めて執着していたから、 [367] 彼が逃れることは不可能
だったのである b)。彼は判決が執行される前に獄中で死を迎えた。 <27/68>
90) 〔*another very tyrannical statute 1759 I also a very tyrannical statute 1763-〕
91) (John Udall (c.1560-92), A Demonstration of the Trueth of that Discipline which ChガsteHath Prescribed 
in his Wordefor the Gouernement of his Church, East Molesey, 1588〕
92) 〔*brought to his trial 1759-70 I brought to trial 1773a I brought to a trial 1773b-〕
93) 〔*whether Udal had wro記〔writ1770-73b〕出ebook, or not 1759-73b I whether Udal had written the 
book or not 1778〕
94) 〔*against the Queen 1759-70 I against the queen 1773a l against the crown 1773b-〕
a) 〔*this note add. 1773b-〕被告人が王に抗して証拠を提出することが十全に可能になったのは、よう
やく名誉革命後のことであった。 SeeBlackstone's Commentaries, vol. iv. p.352 t. 〔WilliamBlackstone 
(1723-80), Commentaries on the Laws of England, Oxford, 1765-69, 4 vols., vol. 4〕
95) 〔*required to swear 1759-67b I required to depose 1770-〕
96) 〔*his refusal to give that testimony 1759-73b I his refusal to make that deposition 1778〕
b) State Trials, vol. i. p.144. 〔AComplete Collection of State-Trials, and Proceedings for High-Treason, and 
Other Crimes and Misdemeanours, London, 1730-66, 10 vols. ヒュームの用いた版は不明であるが、 1730年
版（第2版）では pp.161-80、1742年版（第3版）ではpp.168-88に当該裁判の記録がある。 Cf.History, 
5:9,10,24幻 Strype,〔Anna応 vol.iv. p.21 t . 〔num.XVII-XVIII] Id. Life of Whitgift, p.343 t . 〔Strype,
The Life and Acts of the Most Reverend Father in God, John Whitgift, D. Dり London,1718, 4 vols., book 4, 
chap.3〕
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ペンリ 97)の事例は、こう言ってよければ、さらに過酷なものであった。この人物は、熱狂的な
ピューリタン、いやむしろブラウン主義者 この小さなセクトは後に大きくなって独立派と呼ば
れるに至る の1人であった98)。彼は位階制を批判して、マーティン・マープレリトという筆名
での『マーティンの主張』99)などいくつかの論考を著したほか、低俗な表現と不遜な風刺に満ちた
作品を執筆した。何年か身を隠したのちに彼は捕らえられたが、反逆的な言葉を罰する法の定める
ところでは、違反者はその犯罪をおかした 1年以内に裁かれねばならなかったために、公刊した著
作について彼は告発されえなかった。それゆえに彼は、ポケットのなかの紙片を理由に、あたかも
それによって反逆の種を撒き散らしていたかのように裁判にかけられたのである c)。そのうえ彼は、
国璽尚書パッカリング100)によってさらなる罪を負わせられた。国璽尚書によれば、この紙片にお．．．． 
いて「彼は、単に女王陛下が聖俗の法を確立する権力をもつことを認めているにすぎず、法を作. . . . . . . . ．．．． 
る、制定する、定める、命じるといった通常用いられ、全き絶対権力を意味する言い回しを回避し
ている」d)。ペンリはこうした罪状によって有罪とされて処刑された。 <28/68>
以上見てきたように、王の 国璽尚書の表現101)を借りるならば 全き絶対権力は、 20以上
にも及ぶ数々の大権を基盤にして成り立っていた。これらの大権はいまでは廃止されているが、ど
れをとっても臣民の自由とは全く両立しないものであった。しかしながら、こうした種々の大権に
すらまして、民衆の隷属をもっとも効果的に維持していたのは、時代の確立された原理であった。
この時代に確立されていた原理こそが王に無制限で無敵の権力を与えたのであり、王の権力は全て
の法の源泉であり、なにものにも制限されないと見なされた102)。聖職者のために発行され、彼ら
が毎日曜日にそれぞれの教会で読みあげることを義務づけられていた説教集は、王に対しては理屈
抜きにどこまでも受動的に服従しなければならない、とあらゆる文言において説いており、いかに
97) (John Pemy (1559-93)〕
98) 〔*rather a Brownist, and he had wro知〔written1770-7油〕 against 1759-73b ! rather a Brownist, a 
small sect, which afterwards encreased, and received the name of lndependants. He had written against 
1778〕
99) 〔*Martin Mar-prelate 1759-70 I Martin Marprelate 1773a-〕〔MartinMarprelate, Theses Marliniana: 
that is, Cerlaine Demonstratiue Conclusions, Wolston, 1589. Cf. C.C. Weston, English Constitutional Theory 
and the House of Lords 1556-1832, London, pp.18-20〕
c) Strype's Life ofWhitgift, book iv. chap.11 tゆp.409-17〕・ Neal,〔Historyof Puritans〕叫i.p.564 t. 
100) 〔JohnPuckering (1543/4-96)〕
d) Strype's ann曲〔Annals入vol.iv. p.177 t. 〔ヒュームの引用は正確ではない。〕〔*Strype 1759-73b I 
Strype's annals 1778〕
101) 〔*the lord keeper's phrase 1759-67b I the lord keeper's expression 1770』
102) 〔*such an absolute and indefeizable power, as was supposed to be the origin of al law, and could be 
bound and circumscribed by none. 1759 I such an unlimited and indefeizable power, as was supposed to be 
the origin of al law, and could be bound and circumscribed by none. 1763-73b I such an unlimited and 
indefeizable power, as was supposed to be the origin of al law, and could be circumscribed by none. 1778〕
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小さな条項といえども、どんな理由や口実であれ、臣民がその受動的服従から逸脱したり違反した
りすることは全く認められないとされた103)。続く王たちの治世には、宮廷付きチャプレンの幾人
にもそうした教説を説教することが許されたがゆえに、多くの不平が投げ掛けられるようになった
が104)、 [368] そのような〔後代の〕説教と、王や枢密院の公認のもとで当局が発行して全国民
に広められた講話とは、大きな違いがある叫エリザベスやそれ以前の王の治世においては、この
ような原理は民衆によって完全に吸収されていたがために、それに反対することはもっとも性質の
悪い反逆とみなされており、そうした反対が人々の賞賛や賛同 これこそが、暴政的な権力に対
する抵抗につきまとう危険や困難のなかでは唯一支えとなるはずのものであるが一ーによって報い
られることは皆目なかった尻高貴なる自由の原理が根を生やし、馬鹿げたピューリタンに護られ
て拡大し、民衆のあいだで流行するのは、ようやく次の世代のことだったのである。 <29/68>
興味深いことに、かつてのイングランド政府は105)、多くの点において絶対君主政に分類できる
ものではあったが、絶対君主政の長所と通例みなされている整然とした治安や法の厳格な執行は、
そこには存在してはいなかった。ストライプが記録している思慮に富んだ文書が、そうした真実を
103)『lawfulfor them 1759-67b I lawful for subjects 1770-〕
104) 〔「宮廷付きチャプレン」とは、 RogerManwaring (1590-1653)およびRobertSibthorpe (d. 1662) 
であろうか。 Cf.James Daly,、TheIdea of Absolute Monarchy in Seventeenth-century England', Historical 
Journal, 21 (1978), p.234; Margaret A. Judson, The Crisis of the Constitution, New Brunswick, 1988, chap. 5; 
Conrad Russell, The Causes of the English Civil War, Oxford, 1990, pp.151-52; Linda L. Peck,'The 
Mentality of a Jacobean Grandee', in her ed., The Mental World of the Jacobean Court, Cambridge, 1991; 
Lori A. Ferrell, Government by Polemic: James I, the King's Preachers, and the Rhetorics of Conformity, 
1603-1625, Stanford, 1998〕
e)聖職者であったギフォード〔GeorgeGifford (1547 /8-1600)〕は、世俗の統治者に対する限定的な服
従を説教したゆえに1584年に停職となった。 Neal,〔Historyof Purita郎〕 vol. i. p.435. 
f) 〔*this note add. 1770-〕 シェークスピアの歴史刺には、いくつかの治世の習俗や特質、さらには出来. . . . 
事までもが非常に精確に写し描かれているが、注目すべきことに、そのなかのどこにおいても政治的自．．．．． 
由はほとんど全く言及されていない。それにもかかわらず、政治的自由こそが、あらゆる古来の論争、
反乱、内乱の目標だったと思い込んでいる偽歴史家もいるが。悲劇『リチャード 2世』に描かれた入念
なイングランド礼賛のうちにも、イングランドの長所の詳細な記述のうちにも、ほかのヨーロッパの王
国と僅かでも違ったりそれよりも優れたりするようなイングランドの世俗の国制のことについては、一
言も触れられていない。このような沈黙は、復古王政の後、あるいは少なくとも名誉革命の後に筆を
とったイングランド人著述家には考えられないことである。〔*I cannot also forbear remarking, that 
Camden, in his accurate description of Britain, never takes care to observe the boroughs that send 
members to parliament, that circumstance which to us would appear most material. 1770-73b I Inthe 
elaborate panegyric of England, contained in the tragedy of Richard I. and the detail of its advantages, not 
a word of its civil constitution, as anywise different from or superior to that of other European kingdoms: 
An omission, which cannot be supposed in any English author that wrote since the Restoration, at least 
since the Revolution. 1778〕
105) 〔*the antient English government 1759 I the former English government 1763』
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証明している g)。それは、サマーセット州の名高い治安判事によって、女王の治世の終わり近く
1596年に執筆されたものであり 106)、この時点では、女王の権力は時を経て十全に強固となり、彼
女の統治の格率は繰り返し行われることでうまく運用されるようになっていたと考えることができ
よう。この文書には、当時サマーセット州に広まっていた無秩序についての説明が含まれている。
著者は以下のように記す。強盗• 窃盗などの重罪で 1年に40人が処刑され107)、35人は〔俗人が 1
度のみ行使できる免責特権を行使したことを示す〕焼印を押され、 37人は鞭打ちの刑を受け、他方
で183人が放免された。放免されたのは悪辣でどうしようもない者どもで、 [369] 働こうとしな
いし誰も雇おうとはしないので善くなりようのない人々である。このように起訴された人数は多い
が、しかし州でおきた重罪の1/5は裁かれておらず、罪人の悪知恵や役人の怠慢や民衆の愚かな寛
大さゆえに、多くが裁きを免れている。無数の悪漢、放浪者、怠け者による狼藉は、田舎の貧しい
住人たちには耐え難く、彼らは自分たちの羊小屋・牧場・森林・穀物畑を常に監視せざるをえなく
なっている 108)。イングランドのほかの州も、サマーセット州より治安がよいわけではなく、多く
はさらに悪い状態である。各州には、少なくとも300人から400人ほどの、窃盗や略奪で生計を立て
ている屈強なやくざ者がおり、時には60人ほどで集まって住民に略奪を働いている。こういった罪
人を集めて、もし仮にしっかりと服従させることができるならば、女王陛下の最大の敵国に猛攻を
仕掛けることができるだろう。役人たちは怖がって彼らに法を執行109)できない有様で、ごろつき
に判決を下しながらも、その後そういった罪人たちの徒党に身の危険を感じて110)判決の執行を止
めてしまった治安判事の実例もある111)。〔以上のように文書は伝える。〕 <30/68> 
1575年、女王は議会において、法が適切に執行されていないと苦言を呈して、もし役人たちが今
後注意深く執行しないならば、正義を厳格に執行することに利害関心をもっている 112)貧しく困窮
した人々にその権限を委ねると脅した h)113)。どうやら彼女はこれを実行したようである。という
g) Annals, 〔Strype,Annals〕叫 iv.p.290 t. 〔num.CCXII'Vagabonds and Rogues in Somersetshire 
Encrease. And Why; Signified in a Letter to the L. Treasurer, from Edw. Hext, Some Eminent Justice of 
Peace in that County'〕〔*p.290 & seq. 1759, 64, 67b I p.290 1763, 67a, 70』
106) 〔*which was wrote 1759-67 I which was writ 1770-73b I which was written 1778〕
107) 〔*had been there executed 1759-73a I had there been executed 1773b-〕
108) 〔*obliged them to a perpetual watch 1759-73b I obliged them to keep a perpetual watch 1778〕
109) 〔*executing justice 1759-67b I executing the laws 1770-〕
110) 〔*sentence, for fear of the danger 1759 I sentence on account of the danger 1763, 67a I sentence, on 
account of the danger 1764, 67b-〕
111) 〔*there were examples 1759-73b I there were instances 1778〕
112) 〔*interest in the more exact administration 1759-73b I interest in a more exact administration 1778〕
h) D'Ewes, 〔Compleat]ourn叫 p.234t. 
113) 〔*threatened, if the magistrates were not, for the future, more vigilant, that she would entrust 
1759-67b I threatened, that, しom.1773釦 ifthe magistrates were not for the future, more vigilant, she 
would entrust 1770』
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のも、 1601年には議会で、治安判事による強奪が大々的に問題とされたからである。ある議員の言
うところによれば、この官職の役人は、チキン半ダースのためには 1ダースの刑事諸法の適用を免
除するような野獣であった i)。エリザベスの治世ほど権力の強かった期間に、こういった具合に統
治が弛緩して治安がなおざりにされてしまった理由を説明するのは簡単なことではない。考えられ
るもっとも可能性の高い原因は、王の歳入がわずかだったことである。女王の権力では、多数の
人々に動機付けを与えて、彼女の法の執行を援助するようにしむけることはできなかったのである凡
[370] <31/68> 
全体としてみれば、先祖たちの実例から判断する限り、イングランド人が絶対君主政という光景
に魅せられる理由などはないし、イングランド人が王の無制限の権力や抑制なき大権を、かの高貴
な自由、かの見事な平等、かの幸福なる安全より好む理由もない。イングランド人は、今ではこれ
らのものによって世界中の諸国民に114)冠たる存在となっているのである。当時の政府について最
大限好意的に言いうるとすれば115)(そしておそらくは真実であると言いうることであるが）、次の
ようになろう。王の権力は全くもって無制限であったが、それはヨーロッパ的な方法で行使されて
おり、執政の全ての領域に及んでいたわけではなかった。乱暴に行使される大権の実例は頻繁では
なかったから、所有が目に見えて不安定になったわけでも民衆が完全な奴隷にさせられたわけでも
なかった。党派対立を免れていたばかりか、執政は迅速で、さらには防衛にせよ攻撃にせよそのた
めの方策は機敏になされたから、こうした点が法にもとづいた確固とした自由の欠落を補い、その
いくらかの代替となっていた。王は傭兵軍を用いることはなかったので、暗黙のうちに彼には制限
が加えられており、それゆえに統治は人々が慣れ親しんできた中庸のうちに保たれることとなっ
た。つまり、イングランドの状況は、一見したところ、かの王国の現在の政府よりも専制的な東洋
の君主政に似通っているようであったが、実際には、その現在の政府よりも専制的な東洋の君主政
からは縁遠いものだったのである 116)。現在の政府のもとでは、民衆は多くの法によって護られて
はいるもののすっかり裸で無防備で無力であり、しかも、いかなる中間的権力 すなわち彼らと
君主の間に介在する独立した有力な貴族一ーによって安全を護られてもいない117)。<32/68>
i) D'Ewes, 〔CompleatJournal] p.661-664 t . 〔*Ibid. 1759-73h I D'Ewes, 1778〕
k) 〔*this note add. 1770-〕巻末の注MMを参照。〔*note 1770-73a I note [MM] 1773h-〕
114) 〔*al nations of the universe 1759-67h I alnations in the universe 1770』
115) 〔*in favour of the antient government 1759 I infavour of the government of that age 1763-〕
116) 〔*this situation of England was in reality more remote, tho'seemingly it approached nearer, a despotic 
and eastern monarchy 1759 I this situation of England was in reality more remote from, tho'seemingly it 
approached nearer to, a despotic and eastern monarchy l 763-67h I this situation of England, though 
seemingly it approached nearer, was in reality more remote from a despotic and eastern monarchy 1770』
117) 〔*and besides, are not secured by any middle power, or independant powerful nobility, interposed 
between them and the monarch. add. 1773h-〕
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では、この附録118)を終える前に、この時代のイングランドの歳入、軍事力、商業、技芸、学術
について簡単に説明しておこう 119)。<33/68>
第5巻の注〔巻末の後注〕120) 
注MM ⑬1段落〕
[414] かつて論じたように121)、ハリソンの著書の第 2巻第11章によれば122)、ヘンリ 8世の治世
. . . . . . . . . . . . . . 
には、 72,000人の窃盗犯や盗賊が絞首刑に処された（これは他の罪人を除いた数である）。 1年あ
たりでは約2,000人ということになる。ところが女王エリザベスの時代には、同じ著者によれば123)、
窃盗と強盗の罪で 1年あたり、たった300-400人が絞首刑になったにすぎない124)。時代は著しく改
善されたのである。さらに今日では、こうした犯罪で絞首刑になるのはイングランド中で 1年に40
人にも満たない。だがハリソンは法が弛緩したと不平をこぼしており、彼の生きる時代にはそう
いったならず者があまりに処罰されることが少ない、と説いている。かつての粗野な時代の道徳の
ほうが素晴らしかったという通俗的な思い込みは、非常に馬鹿げており根拠をもたない。同じ著者
は第10章において、盗賊の一種で、ヘンリ 8世の治世の頃にイングランドに入ってきたジプシーは
イングランドに10,000人いると推定し、通常の法の執行ではいかにしても彼らを根絶できないだろ
うから、女王は彼らに対して軍法を適用すべきである、と付け加えている。今日では、このジプ
シーは、イングランド、さらには数年前にはいくらか残っていたスコットランドにおいてすらも、
ほとんど見かけなくなっている。王による軍法の執行がいかに恣意的であろうとも、どうやらエリ
ザベスの時代には、誰もそれを警戒しなかったようである。
（犬塚元）
118) 〔*this volume 1759, 64, 67b I this chapter 1763, 67a I the present appendix 〔邸pendix1778〕
1770-〕
119) 〔実際には以下で小見出しとして登場するのは順に、歳入、商業、軍事力、習俗、学術である。〕
120) 〔*these notes add. 1770-〕
121) 〔History,3: 329〕
122) 〔*Harrison, in book i. chap. 1. says 1770-73a I We have remarked before that Harrison, in book i. 
chap. 1. says l 773b-〕〔Harrison,Description of England. 当該部分はFumivall,Harrison's Description of 
Englandではp.231(book 2, chap. 11)。〕
123) 〔Fumivall,Harrison's Description of England, p.231 (book 2, chap. 11)〕
124) 〔*hang'd for 1770-73a I hanged for 1773b-〕
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